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（１）主な目標と現状

【主な目標】

府民が自然環境を通じて心の豊かさ、うるお

いを実感でき、自然と共生する社会の実現をめ

ざし、地域住民の参加によるみどり環境（水と

みどりのネットワークであるエコロジカルネッ

トワークなど）の創出などを進めます。

【計画策定時の状況】

森林、農空間においては、都市化の進展や開

発行為などによる減少・分断化、担い手不足や

高齢化による荒廃化が危惧され、大阪湾におい

ても、自然海岸の割合が低く、干潟や藻場が減

少しており、平成１２年度の府政モニター・アン

ケートでは約７割の府民が府域の自然環境の状

況を「悪い」と感じていると回答していました。

【現　状】

生態系の保全のため、ボランティアによる身

近な里山の保全活動をはじめ、府民・ＮＰＯ・企

業等の協働により産業廃棄物最終処分場跡地で

森づくりを行っていく「共生の森」構想を推進

するなど、府民参加による自然環境の保全に取

り組んでいます。

（２）平成１９年度に講じた施策

①生物多様性の確保

■関西国際空港周辺海域の採捕禁止区域普及啓

発の実施

【水産課　内線：２７６３】

関西国際空港は緩傾斜護岸となっていること

から、周辺海域ではワカメやホンダワラ等の藻

類が繁茂、１９０種類あまりの魚介類が確認され

ています。

このため、大阪府漁業調整規則により、１期

空港島周辺を水産動植物の採捕禁止区域として

いましたが、平成１９年４月１日から、新たに２

期空港島周辺にも採捕禁止区域を設定したため、

区域拡大について普及啓発を行い、この海域の

魚介類の保護を図りました。平成１９年度は区域

が拡大されたことに伴い、休日に実施している

普及啓発事業を８０日に増やし実施しました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.２９０）

②自然環境の保全・回復・創出

■企業との連携による冒険の森づくり事業

【新規・再生】

【みどり・都市環境室　内線：２７５３】

子どもたちのコミュニケーション能力を高め

るなど「こころの再生」を図り、また地域の森

林を自分たちで支えていくという意識を高めて

もらうため、企業や団体等の参画を得て、放置

された森林を整備するとともに、子どもたちが

森に触れあい、親しむ場を提供する「冒険の森

づくり」活動を行いました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.３２６）

図－３８ 中学生による冒険の森づくり活動の様子

第６節　自然との共生
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■放置森林に関する新たな森林管理システム

【新規】

【みどり・都市環境室　内線：２７５３】

近年、手入れされずに放置される森林が増加

し、災害防止など公益的な機能の低下が心配さ

れることから、森林の手入れを所有者だけにま

かせるのではなく、府民みんなで守り、育てる

ための新たな森林管理システムを平成１８年度に

構築しています。

このシステムの実行にあたり、森林所有者や

府民、ボランティア団体、企業等と行政が協働

して取り組むための具体的な目標、関係者の役

割、参画方法を明確にする「放置森林対策行動

計画」を策定しました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.３２８）

■間伐等実施林分モニタリング調査【新規】

【環境農林水産総合研究所０７２-９５８-６５５１】

ボランティア参加で放置森林対策を進めるた

めには、樹木の伐倒を伴わない安全で軽易な間

伐方法を確立する必要があります。

このため、樹木の形成層を表面から環状に剥

離させることで樹木を衰弱させて自然の間引き

を誘導する手法が、森林にとっても支障がない

かどうかを確認するため、モデル森林でモニタ

リング調査を実施しました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.３４５）

■魚庭（なにわ）の森づくり活動推進事業

【水産課　内線：２７６４】

豊かな海を育てるためには、健全な森林から

供給される河川水が重要な役割を果たしている

ことが知られています。

大阪湾を豊かな漁場として育むため、森・

川・海を一体として捉え、大阪府漁業協同組合

連合会が中心となり、漁業者自らが間伐などを

行うことにより豊かな森を育てていく「魚庭

（なにわ）の森づくり」活動を支援しました。平

成１９年度は４カ所（堺市・岸和田市・貝塚市・

岬町）での活動を支援しました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.３４２）

図－３９ なにわの森づくりの様子

■大阪湾の海域環境の回復・創造

【水産課　内線：２７６５】

大阪湾における海域環境の保全に資するため、

平成１９年度は、田尻町地先で魚介類の産卵場、

稚仔魚の育成場である増殖場（自然石や鉄骨魚

礁を海底に配置）の造成を行いました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.２２３）

図－４０ 増殖場（藻場）の造成
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■おおさか農空間づくりアクションプランの実践

【農政室　内線：２７７５】

平成１７年３月に策定した「おおさか農空間づ

くりアクションプラン」に基づき、府民や多様

な主体と協働しながら、「資源循環」、「安全・安

心」、「地域づくり」、「交流・共生」の４つの重

点分野ごとに環境に配慮した事業を実施してい

ます。

「交流・共生」分野では、寝屋川市等におい

て、学校・地域住民などと連携した生物調査活

動に取り組み、農業用水路や農地など農空間の

果たしている多面的機能の啓発を図りました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.３３８）

③自然とのふれあいの場の活用

■オアシス整備事業

【農政室　内線：２７７４】

ため池を農業用施設として活かしつつ、都市

に“うるおい”と“やすらぎ“を与える、地域

の貴重な環境資源として、安全なまちづくり、

自然環境の保全、教育・文化の推進等を目的と

した総合的な整備を堺市の午池（うまいけ）な

ど４箇所で行うとともに、住民参加による快適

な水辺環境づくりを行いました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.３３１）

図－４１ ため池オアシス（狭山副池）

■いきいき水路整備事業・まちづくり水路整備事業

【農政室　内線：２７７４】

農業用水路の改修により、雨水の安全な排水

などの防災対策を実施するとともに、親水護岸

や遊歩道の整備など、水と緑豊かな水辺環境を

つくるため、長瀬川地区他６箇所で水路を改修

するとともに、親水護岸や水生植物帯などを設

け、農業者と地域住民の協働による水辺環境づ

くりを推進しました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.３３１）

図－４２ 活動状況

図－４３ 水質調査の様子

図－４４ 透視度の調査
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■陶器川環境再生事業【新規】

【河川室　内線：２９５２】

長年にわたる不法耕作により、河川管理や周

辺景観との調和の観点から好ましくない状態が

続いている陶器川において、地元自治会などと

一体となったワークショップを実施した結果、

不法耕作物の撤去や、新たな不法耕作の防止、

地域の声を取り入れたゆとりある水辺空間の再

生を進めていくことで合意し、地域住民との協

働により手作りの花壇などを整備しています。

この理念をさらに進め、地域に愛される水辺空

間とするための整備を行います。

（環境関連主要事業（決算額）一覧　ＮＯ.４０２）

■ふれあい漁港の整備

【水産課　内線：２７６７】

漁業活動の拠点としての機能だけでなく、一

般府民も容易に近づき楽しむことのできるよう、

多目的広場や親水護岸などを備えた「ふれあい

漁港」の整備を岬町の深日漁港及び小島漁港で

進めました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.３６９）

図－４５ 深日漁港における整備状況（干潟部）

④潤いとやすらぎのある都市空間の形成・活用

■「みどりの大阪２１推進プラン」の後継計画の

検討

【みどり・都市環境室　内線：２７５０】

現行の「みどりの大阪２１推進プラン」は、自

然環境保全条例の規定に基づき、府域のみどり

の保全・創出に関する理念・基本方針を示して

いますが、その目標期間の満了に伴い、現状の

みどりを取り巻く情勢を踏まえつつ、２１世紀の

第１四半期を見通した後継計画の検討を行いま

した。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.７７）

■みどりのカーテン推進事業【新規】

【みどり・都市環境室　内線：２７４２】

市街地の限られたスペースである壁面や屋上

の緑化は、ヒートアイランド対策の有効な手段

の一つです。

一定規模以上の敷地を有する施設の緑化は着

実に前進していますが、市街地で大きな面積を

占める住宅や小店舗等の小規模な施設において

は、整備費やメンテナンス費用が高いことから

普及が進んでいません。

そのため、安価で手軽な壁面緑化手法の確立

を目指し、学校や事業所等で実施規模や植栽時

期、植物、潅水方法等を組み合わせ、様々なパ

ターンの壁面緑化の実証調査を行いました。

また、みどりについて関心を高めてもらうた

め、子ども達を対象として、植付けや水やり、

収穫等の緑化体験イベントを併せて実施するこ

とにより効果的な壁面緑化の普及促進を図りま

した。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.３８６）

図－４６ みどりのカーテン

■地域緑化プラン策定支援事業【新規】

【みどり・都市環境室　内線：２７４２】

自治会や学校など地域が主体となって取り組む

地域緑化プラン策定の手引書となる「みどりづ
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くりガイドブック」を作成しました。

また、「同ガイドブック」を活用し、市町村職

員を対象に活動団体の組織化や緑化プランの策

定手法についての説明会を開催するなど、みど

りの街づくりに向けた取組みの支援を行いまし

た。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.３８７）

■「水の都大阪」再生に向けた河川環境整備

【再生】

【河川室　内線：２９５２・２９３５】

「水の都大阪再生構想」に基づき、親水護岸

や遊歩道整備、船着場など、背後地のまちづく

りと一体となった魅力ある水辺空間の整備を行

います。「水の都大阪」の再生に向け、かつて淀

川舟運の港であり､熊野街道の起点でもあった

「八軒家浜｣において、水陸交通の拠点となる水

上ターミナルの整備を進めています。

平成１９年度は親水護岸や船着場の管理運営機

能・情報発信機能等を有するにぎわい施設の詳

細検討・整備を行い、平成２０年３月に八軒家浜

船着場が開港し、にぎわい施設についても設

計・建設から維持管理並びにサービス施設の運

営を行う民間事業者が平成２０年３月に決まりま

した。また、旧阪大病院跡地前の堂島川玉江橋

上流において、隣接する民間開発と一体となっ

た船着場を整備しました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.４０３）

図－４７ 八軒家浜整備イメージ図

■泉大津フェニックス大規模緑地整備【新規】

【港湾局 ０７２５-２１-１４１１】

近畿圏から発生する廃棄物の最終処分場であ

る泉大津フェニックスにおいて、平成１９年度は

管理型区画（６５ｈａ）のうち、約２１ｈａが埋立竣功

しました。

この管理型区画において、府民が憩い、くつ

ろげる空間の確保と、港湾地域におけるにぎわ

い･交流空間の形成のため、大規模緑地の整備を

進めていきます。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.４１１）

■ロハスライフ支援事業

【農政室　内線：２７３３・２７７３】

健康や環境を重視した新しい価値観とライフ

スタイル（「ロハス ライフ」）を府民に提供する

ため、増加が懸念される遊休農地等の低未利用

地を美しく魅力ある空間へ再生するとともに、

「新たなコミュニティづくり」と「コミュニティ

相互（都市部と農村部）の多様なつながり」の

創造に向け、モデル的な取組みを進めました。

・農作業研修や住民交流のための施設の一部整備

・都市部における農産物の出張販売

（３０回　約３,０００人）

・都市住民による農村部での農作業体験

（５回　約１,６００人）

・ロハスライフ支援準備組織の設立

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.３９３）

【水の都大阪再生構想】 
平成13年に「水の都大阪の再生」が、国の都市再生プ 
ロジェクト（第３次決定　都市環境インフラの再生・ 
水循環系の再生）に選定されたのを受けて、平成15年 
３月に公民協働して取り組む指針として策定 
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